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「宮崎市地震津波対策インフラ構想」 

～安全・安心を未来につなぐ、緑と大地のスクラム構想～ 

を策定しました 

 

宮崎市では、南海トラフ巨大地震等による地震津波災害への対策を検討するため、「宮崎

市地震津波対策インフラ構想検討会」の提言を踏まえ、「宮崎市地震津波対策インフラ構想

～安全・安心を未来につなぐ、緑と大地のスクラム構想～」を策定し、公表することとし

ましたので、お知らせします。 

 

１．構想策定の目的と経緯 

・地震津波等の災害から市民の命と財産を守る観点から、避難訓練や災害教育などのソフ

ト対策と併せて、宮崎市の地形や都市機能を総合的に考慮したインフラ整備などのハー

ド対策について検討する必要があると判断し、本年３月、学識経験者による「宮崎市地

震津波対策インフラ構想検討会」を設置したところ。 

・本検討会は合計３回開催され、検討が進められてきたが、最終的な提言が取りまとめら

れたことを受け、宮崎市として「宮崎市地震津波対策インフラ構想」を取りまとめたも

のである。 

 

２．構想の概要 

 別添資料を参照。 

   

３．これまでの経緯、今後の予定等 

・検討会の中間とりまとめを踏まえた提案を、本年７月に国へ、同８月に県へ実施。 

・本構想に基づき、引き続き、国・県に対する提案及び要望を実施する予定。 

・今後、関係機関等を交えて、本構想の実現に向けた課題整理や技術的な検討などを行う

予定。 

・なお、本構想は、宮崎市ホームページにおいて、近日中に公表予定。 

 

【参考】 

■「宮崎市地震津波対策インフラ構想検討会」 

 平成２５年に３回の会議を開催 

◆表：委員の構成（◎委員長、五十音順） 

氏 名 役 職 専 門 
岡 村  眞 高知大学総合研究センター 特任教授 地震地質学 
千 田  昇 大分大学 名誉教授 地形学 
塚 原 健 一 九州大学大学院工学研究院 教授 防災計画学 

◎出 口 近 士 宮崎大学工学部 教授 地域･都市計画学 
村 上 啓 介 宮崎大学工学部 准教授 水工学 
≪検討会開催の経緯≫ 

      ○第１回検討会 平成 25年 3月 27日 
      ○第２回検討会 平成 25年 6月 3日  
      ○第３回検討会 平成 25年 7月 18日（最終）  

【問い合わせ先】 宮崎市 都市整備部 都市計画課 

電話 【直通】２１－１８１１ 【内線】２５３４ 


